






要約:わが国において小児の主要な慢性肝疾患患者がどの程度存在し、病院における診療

の実状は如何であるかを把握するための全国調査のための基礎的検討を行った.厚生省編:

病院要覧によれば、一般病院における小児科を開設している病院は全体の 43%あり、これ

を 1/10 抽出すると、全国で 523 施設となる。調査対象とする疾患の案としては、ウイル

ス肝炎、肝硬変、胆汁うっ滞、ビリルビン代謝異常、肝腫瘍、肝膿瘍等を考えた。


